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学校だより９月号 

鹿沼市立みなみ小学校 

℡ 0289―75―4021 

令和５年 ９月発行 

文責 ： 堀江 賢 
学校教育目標  学び合う子   助け合う子   鍛え合う子  

通信票「のびゆくすがた」の配付について 
 お伝えしてきた通り、今年度から通信票を前期・後期の２回に分けて配付い

たします。前期は９月２９日（金）にお子さんを通じて配付いたします。お子

さんの前期の頑張りをご確認ください。 

運動会に関するお知らせ 
 新型コロナウィルス感染症が拡大した３年間、制限のある中で様々な学校行事を工夫して実施してまいり

ました。運動会も平日の午前中開催とし、参観者も保護者のみといたしました。安全・安心のための制限で

はありましたが、結果的に児童や保護者、教職員の負担の軽減となり、教育上必要な部分に精選・重点化が

進められたというよい面もございました。そこで今年度も平日（１０月１２日（木））の午前中開催といたし

ます。そして参観者は保護者及びご家族に限らせていただきます。（参観者数の制限はいたしません。児童の

祖父母等の参観も可能です。） 

 参観者は保護者及びご家族に限らせていただきますので、今年度もご来賓の皆様へのご案内状は発送いた

しません。ご理解をお願いいたします。 

言葉で伝える名人になろう 
 夏休みが終わり、２学期がスタートしました。長い休み中、子供たちの

安全など、様々な面でお世話になり、ありがとうございました。 

 始業式には、校長から２学期に児童にがんばってもらいたいこととし

て、１学期の「話を聴く名人」にプラスして、自分の思いや考えを上手に

伝える「言葉で伝える名人」になってほしいと話しました。 

 授業中、自分の言葉で発表したり、文章を書いたりして伝える場面、休み時間、自分がやりたいことを伝える、

嫌なことを伝える、困っていることを伝える場面など、言葉で伝える場面はたくさんあります。 

 同じことを伝えるのにも、どんな言葉でどう言ったら相手に伝わるのかを考えることは難しいことです。児童

には気持ちの伝え方も学んでほしいと思っています。 

 言葉にして伝えることは、難しいけれどすてきなことです。うれしいことも感謝の気持ちも、言葉にするから

伝わります。言葉にして伝えることで相手を笑顔にすることができます。 

 また、２学期は行事がたくさんあります。言葉で伝えることで、一人ではできないことも、みんなに助けても

らったり、協力したりして、できることもたくさんふえることでしょう。 

 この２学期、児童が「話を聴く名人」と「言葉で伝える名人」を目指すことで、このみなみ小学校を「笑顔が

いっぱい」、「できた！がいっぱい」の学校にしてほしいと思っています。 

 ２学期は１年のうちで最も長い学期になります。運動会をはじめ、５年生の臨海自然教室、４年生の自然生活

体験学習、学習発表会や校外学習など、大きな行事が目白押しです。様々な行事の中で、子供たちがよりよい学

びができるよう準備をしていきたいと思います。また、日々の授業や生活の中でたくましく成長できるよう、１

学期同様、全教職員で力を合わせてまいります。今後ともご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 



第２回地域ボランティア清掃 
 ８月２０日に第２回地域ボランティア清掃が行われ、自治会をはじめ、

地域の皆様のご協力で、下草刈りや樹木の剪定等をしていただきました。 

 今年の夏は例年以上に雨と暑い日が多かったせいか、雑草や樹木が勢い

よく生育していました。そのため終了予定時刻を過ぎてまで、作業を続け

ていただきありがとうございました。皆様のおかげで校庭が見違えるよう

にきれいになりました。 

 お休みの日の早朝にも関わらず、たくさんの方のお力添えをいただき感

謝申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
「笑顔がいっぱい」「できた！がいっぱい」 

笑顔と感動がある幸せな みなみ小学校 

★みなみ小ホームページのＱＲコードになります。 

 日々の学校の様子をこまめにアップしております。 

 また、「みなみ小だより」もカラーでご覧いただけます。 

 ぜひ、アクセスしてみてください。 

８・９月の生活重点目標  「落ち着いて 生活しよう」 
 夏休みのような長期休業明けは生活のリズムが崩れ、学習や運動に集中できない

児童が見られることがあります。そこで児童が自分たちで生活を律することができ

るように８・９月の生活重点目標は「落ち着いて 生活しよう」となっています。 

 このことについて、各学級で話し合い、具体的な目標を決めました。 

１年生：しずかにする じゅんびをする 

２年生：つぎのじゅぎょうのよういをしてから、やすみじかんにしよう 

３年生：ろうかは歩く しずかにすごす 始まりのチャイムでせきにつく 

４年生：先生や友達が話をしている時は、しっかり聞く 校内は走らず歩いて移動 

５年生：時間を守ろう 

６年生：話を集中して聞く 時間を守る 

 コミュニティ・スクールに関

する情報を本コーナーでお届け

します。 

休み時間の自主的な草むしり 
 地域ボランティア清掃で整備していただきましたが、グラウンドはあっという間に草が生えてきます。 

 少しでも良い環境で学習ができるようにと、職員が休み時間にグラウンド

に出て草むしりをしています。すると数人の児童がやってきて一緒に草むし

りを始めました。その数は日に日に増えてきて、時に十数人の児童が草むし

りをしています。 

 お願いしたわけではないのに、自分たちの学校は自分たちの手できれいに

しようと自主的に活動する姿をうれしく思いました。 


